
１使用状況
(1)住まいの形態 (2)設置場所 (3)処理器を使うのは（複数回答）

(4)１日の投入量 (5)処理後の残渣

２使用してみてどうですか
(1)処理器の扱いやすさ (2)におい (3)運転音

電動式生ごみ処理器購入補助金アンケート

　平成２０年度に生ごみ処理器設置費補助金制度を利用した方に対しアンケートを実施しました。
（対象者５４名、回答者４８名、回収率８８．９%）

設置スペースの関係か、一戸建てに住む人の比率が高い。
ほとんどの機種が室内・室外両用となっているが、ごみを運ぶ等の使い勝手を考えてか、室内に設置
する人が多い。
初めて利用する人が６４%だが、貸し出し制度を利用した後購入した人が３人いた。
１日の投入量は半数以上の人が５００ｇから１ｋｇであり、処理後全て燃せるごみ２５％回答以外の人
は、ほぼ肥料として利用する人が多い。

2%

4%
88%

6%

0%

1･アパート
2・マンション
3・一戸建て
4･その他
無回答

77%

23%

0%

0%

1･室内
2・室外
3・その他
無回答

64%

22%

6%

8%

0%

1･初めて
2･コンポスト
3･貸出制度
4･買換、買増
無回答

22%

68%

8%
0%

0%

2%

1･500g以下
2・500g～1kg
3･1kg～1.5kg
4・1.5kg以上
5・その他
無回答

62%

25%

13%

0%

0%

1･全て肥料
2・全て燃せるごみ
3･一部を肥料
4･その他
無回答

6%

94%

0% 0%

1･扱いやすい
2･扱いにくい
3･その他
無回答

49%

5%

0%4% 2%

1･におわない
2･多少におう
3･気になる
4･くさい
5･その他
無回答

13%

76%

9%
0%

1･全くしない
2･気にならない
3･気になる
4･うるさい
5･その他
無回答



(4)電気代 (5)減量効果 (６)これからも使うか

３購入機種及び購入店を選んだ理由（複数回答）
(1)購入機種 (2)購入店

機種選択の理由については、1)大きさ、設置場所など設置に関すること、2)たい肥化できるなど機能に
関すること、3)価格を重視する人が多かった。

取り扱いについては、扱いやすいと感じる人がほとんどであった。におい、運転音について問題ないと
感じている人が多いようであるが、電気代については多少高くなったとあまり変わらないとの回答がほ
ぼ同数であったが、減量効果については、ほとんどの人が実感しこれからも使い続けると100%の回答
があった。

37%

36%

19%

6%

2%

1･あまり変わらない
2･多少高くなった
3･割と高くなった
4･非常に高くなった
5･その他
無回答

4%

38%

41%

0%

0%

17%

1･変わらない
2･多少減った
3･だいぶ減った
4･すごく減った
5･その他
無回答

100%

0%

1･使う
2･使わない
3･迷っている
4･その他
無回答
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1･メーカー

2･値段

3･大きさ

4･設置可能場所

5･用途（堆肥化）

6･店頭

7･TVCM

8･新聞折込み

9･その他

無回答
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1･値段

2･種類が豊富

3･いつも利用

4･アフターケア

5･TVCM

6･新聞折込み

7･その他

無回答

（７）　（６）で「もう使わない」｢迷っている」と答えた方その理由は？

（８）処理器のこんなところを改良したらよいと感じた点があればご記入ください。
・ 処理後のごみの臭いがきになる（ふたを開けなければ臭わない）
・ ＭＳ－Ｎ４８使用の内側バケツの強度が心配。
・ ＭＳ－Ｎ４８使用です、５ｃｍ以下にごみをカットし投入しなければいけないので中にカッターがつ
いていると便利。
・ もう少し生ごみが、肥料としてさらさらになればよい。
・ 生ごみが処理されてだされればカラス、猫などにあらされなくきれいな街になると思います。
・ 細かい黒いごみが開口のところに付くので製造メーカーに設計に工夫してほしい。
・ タイマーをデジタル化してほしい。
・ 音がもう少し静かにと又臭いが気になるので台所にいないときに使用しているのですが、火が
気になるのでその点改良されるといい。
・ 処理器の大きさをコンパクトにしてほしい。
・ 電気代の低コスト化、処理時間の短縮（７００ｇ処理で時間１時間４５分電気代１回２１円）。
・ 購入費用の半額を補助していただくと助かります。



４購入補助金制度について
(1)この制度をどこで知ったか (2)補助金の額 (3)制度に対する意見

５.その他ご意見やご感想などご自由にお書きください。

20年度の補助金の額は、20,000円であり、半数の人が適当と考えいるが、31％の人が少ないと考えて
いる。
制度については、継続させるべきと考える人がほとんどであった。

47%

17%

17%

15%

4%

1･広報
2･販売店
3･知人、友人
4･その他
無回答

51%

10%

4%

31%

4%

1･多い
2･適当
3･少ない
4･全額補助
5･その他
無回答

56%

38%

4%

0%
0%2%

1･意味がない

2･役目を果たした

3･今後も続ける

4･拡張して続ける

5･その他

無回答

（３）補助金制度に対するご意見
・ 生ごみ削減には有効である、しかし８００㍗/1hはCO2排出面でエコと反する、よってある段階で
補助金廃止に。
・ 補助金制度を利用した人は動機からごみ処理に関心が高いと思う、行政のアドバイサーとして
活用したらどうか。
・ 補助金位で購入できる品も有ると思うのですが購入先を指定されると安く買えない。

・ 申請するのに写真を撮るのは手間、市役所の方が確認のため見に来る方法がいい。
・ もっと一般の家庭に普及すればと思います。又自治会などが購入し、地域で使える環境を整え
てはと思います。
・ においと熱気とモーターの音が多少きになりますが、生ごみの量がとても減りました。
・ 肥料として使用する際カビがでてしまうので困っています。
・ 生ごみ処理器を使用後、生ごみを出す量が減った、多くの家庭に使用してもらうには補助金額
を考えてほしい。
・ 深夜電力ですが処理が短時間になるといいです。
・ 台所廻りが整頓できて助かるし、市のごみ処理量を減らすのに有効と思える、しかし一回の処
理に８００Ｗの電気量で１時間半もかかる事は決してCO2排出という意味では反「エコ」となるの
ではと思います。
・ インターネットで購入すると安価なので考えてほしい。
・ 補助金額を増やせば使用者が増えると思う。
・ 処理器の使用時は周りが暑くなるので置くところをかんがえてしまう。
・ 処理器を使用するようになりごみを出す回数が減った又、他のごみの分別もしっかりやるので量
が減っている。
・ ごみに対して利用できるエコ対策を考えていただきたい。
・ 以前都内で犬の糞も処理できるものをみたが市内ではみつけられなかった。
・ 電気式生ごみ処理器使用は３基目です。処理方法が扱いやすい、臭いがなく今後も補助金をつ
づけてください。


